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3コルコリつ 取扱説明書 


このたびは本品をお買いあげいただき 
まことにあ0がとラございます。 

♦ご使用になる前に、必ずこの「取扱 
説明書」をよくお読みいただき、正 
しく使用してください。 

この r 取扱説明書」は、保証書と共に 
大切に保管しておいてください。 

♦取扱説明書を紛失された場含は、お 
買上げの販売店にご相談ください。 




•巧をのために必ずお守りください . 1〜4 
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♦使いかた 

点火のしかた . 8 

炎の調節のしかた . 9 

消火のしかた . 9〜10 

でるでるおの使いかた . 10 

巧震自動消火装置 . 1日 

•点検*手入れ . 11〜12 

•故障*異常の見おけかたと処置方法 . 12 

•部品交換のしかた . 13 

♦保营(長期間使用しない場合) . 13〜14 

♦廃棄ずるとき . 14 
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•アフターサービス . 裏表紙 
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まをのために必ずお守りください 




参お使いになる人や他の人への危害と財厘への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しく使用するために、必ずお巧 0 いただく 
ことを説明しています。 

♦ここに示した表示は、誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明しています。 


A 警告 (WARNING) 


★スプレー吿厳禁 

スプレーちやカセットこんろ用ボンベなどを、ストーブの上や前に放置しないでください。 
熱で吿の圧力び上びり、爆発し、危検です。 


★油漏れ危険 

♦給油□□金は確実に締めてください。 

給油ロロ金を下にして、油漏れびないことを確かめてください。 

給油□□金を斜めに締めたりすると、簡単に給油□□金びはずれて、火がの原因になります。 
•油タンクから油び漏れるげ態では絶対に使用しないでください。义災の原因になります。 


★可燃性ガス使用厳禁 

ストーブを使用している部屋で、可燃性ガスび発生するをの(ガソリン、ベンジン、シンナー） 
や、スプレーを使用しないでください。 

火災や故障の原因にな0ます。 


Mi^l 


★給油時消火 

給油は、必ず消火し、ス 1 -ーブの温度が充分に下がってからおこなってください。 
火災の原因になります。 


み換気必要 I 

♦ 換気せずに使用しつづけないで< ださい。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中妻になるおそれびあります。 
•使用中は必ず 1 時間に 1 〜 2 回 （ 1 〜 2 分)換気して、新鮮な空気を補給してください。 

(窓の凍結、地下室など)換気び充分におこなえない場巧では、使用しないでください。 


換気 


女力ーテン、可燃物お接厳禁 I 

カーテンや燃えやすいちののそばなどでは使巧しないでください。 
ストープの前に可燃物を置かないでください。 

ストーブの熱気で着火して、火災の原因になります。 


★巧類の乾燥厳禁 

を類などの乾燥には使用しないでください。 

乾燥するとストーブの熱気でゆれて落下して、火災の原因になります。 


★寝るとを消义 

寝るときや外出するときは、必ず消义し、火び消えていることを確認してください。 
予想しない事故び発生するおそれびあります。 


A 危険 ( DANGER ) 

この表示を無視して、誤った取巧いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ危験、また 
は火災の危険が差し迫って生じることび想定される内容をおしていまず。 

A 警告 ( WARNING ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死こ、重儒を負う可能'性、ま 
たは火災の可能性が想定される内容を示しています。 

A ま意 ( CAUTION ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物の損 
害の発生び想定される内容を示しています。 


Qd)®® 

この絵表示は、「禁止」さ 
れている内容です。 

0 © 

この絵表示は、必ずして 
いただ< r 指示」内容です。 


AA 


>説明文中の「お願しり事墳は、本機を誤りなく正しく 
お使いいただ<ための内容び記載されています。 


A 危険 （DANGER) 


この絵表示は、「ミ主意」し 
ていただ < 内容です。 




★ガソリン使用禁止 












































苗まこり除去 

反射板、置台、製品内部のほこりをとさどき除去してください。 

前板の下から燃焼用空気を吸込みますので、紙、ビニールなどを入れないよラにを意してください。 
ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃焼や火災の原因になります。 


f 


★高電圧注意 

点乂装置は、点火時に高電圧び発生しまず。点火プラグに不用意にごわ6ないでください。 
感電のおそれびありまず。 

掃除、点検•手入れをするときは、必ず乾電池を取0はずしてからおこなってくだホい。 


I ★圧常燃 焼の確認 

燃焼中は時々がを見て、正常燃焼していることを確かめて<ださい。 

しんび上びりずぎた0、燃焼筒びずれていると、異常燃焼やすす、油煙の発生原因にな0ます。 

高漏部接輔禁止 

燃焼中や消火直後は、高温部、天板(ストーブの上面)やガードに手などふれないよラミ主意して 
<ださい。 

やけどのおそれがあ0ます。 


1 


發 Q 


使用禁止 


★燃焼筒 のガラス割れ使用禁止 

燃焼筒の外筒(ガラス)び欠けた0、割れて破損したままの巧態では、絶対に使用しないで<ださい。 
異常燃焼を起こした0、すすび発生するおそれびあ0ます。 


~0 


使用禁止 


★異常時使用禁止 

におい、すずの発生、がの色など異常燃焼を起こしたときは、使用しないでください。 
緊急の場合でちあじてずに、しんを下げて消火してください。 


I ★移動•運搬ず るとをの注意 

•ス1''ーブを移動する場合は、必ず消火し、ストーブの温度び充分下がってから、油タンクを取0出し、傾 
けないよラに静かに移動して<ださい。 

•修理•引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、空池ケースから乾空池を取0はずして、油タンクを 
取り出し、油受けざらのな油を必ず抜いてくだごい。 

運搬の途中に巧油びこぼれて、周囲を巧すおそれびあります。 


〇 


女居室内給油禁止 

給油は、必ず义の気のないところでおこなって<ださし、。 

火災のおそれびあ0まず。 

★変質な油禁止 

変質灯油(持ち越したな油など)、不純灯油(好油私外の油■水.ごみが混入したな油など)を使用しないでく 
ださい。 

異常燃焼や故障（しんが下びらない、点火できない、火び消えない)の原因にな0ます。_ 

~ ★燃焼中移動禁 iE | f % 

火のついたまま持ち運ばないで<ださい。 

やけどのおそれびあります。また、輯倒すると火災になるおそれびあります。 i 



§ 

を 
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A ミ主意 （ CAUTION ) 


女やかんのせ禁止1 

やかんなどをのせなレで<ださい。 

振動や接自まによって、やかんの落下や、やかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびあります。 


A 警告 ( WARNING ) 


お使いになる前に 

























安全のためにを、ずお守りください 


A ミ主意 （ CAUTION) 


女巧襲自動消火装置の作動確認 

使用開始時と、使用中は]箇月に]回し以上、巧震自動消火漠置を作動させて確実に消火ずることを確かめて 
ください。 

確実に消火しないとさは使用しないで、すぐに修理してください。_ 

★純正部品の使用 

しんなどの部品は、必ずトヨストーブ純正部品(指定された部品)を使用してください。 

純正部品を使用しないと、ストーブの性能を損なラばか0でなく、故障や予想しない事故が発生するおそれ 
びあります。_ _ 


★分解修理•改造の禁止 

故障、破損したら使用しないでください。 

ストーブは絶対に改造して使用しないでください。不完全な修理や改造は危険です。異常燃焼やすす、油煙 
の発生原因になります。 


I ★帥媒、脱臭フィルター使用禁止 


市販の軸媒や脱臭 フィ ルターをストーブに取0付けた0、燃焼筒の上にのはたりしないでくだごい。 

異常'燃焼や火災の原因になります。 

★おモ様やお年寄りのご使用に注意 

お子様やお年寄り、体の不自由な方びお使いになる場合は、ストーブのお扱い、部屋の換気、高温部への 
接魄によるやけど、低湿やけどや脱水症状などについて周囲の人が充分に注意して<ださい。 


★保管時にしていただくこと 

•長期間使用しないとさ又は保管するとさは、必ず阿油を按いて、電池ケースから乾電池を取りはずしてください。 
傾けたり、横倒しのげ態では保管しないでください。 

火災のおそれびあ D ます。 

• しんの手入れ(から焼きクリーニング)は、風びあたる場所ではおこなわないでください。 

_火災のおそれびあります。_ 


★廃棄ずるとを 

ス I ^ーブを廃棄処分するとをは、必ず油タンク、油受けどら内の口油を抜き取0、電池ケースから乾電池を 
取りはずして<ださい。 （14 ページ参照） 

灯油や乾電池び入ったまま廃棄すると U サイクルの際、予想しない事故び発生するおそれびあります。 


★巧 q 場戸夕では使用しない 

火がや予想でさない事故やな障の原因になります。 

r 水平でない場所、不巧定な場所 ） 風のあたる場所 、部屋の出入□、屋外 ') 使岳曼止 

•傾斜した場所や振動の激しいところでは、使用しないで•風のあたる場所や屋がでは使用しないでください。 
ください。 炎び出て危険です。 

巧震自動消义装置び誤作動することびあります。 掃除機のが気びあたらないよラ注意してください。 

• しっかりしたじょラぶな床面で使用してください。 •部屋の出入口など人の通る場所、人びぶつかったり 

•移動車両の中や、不巧定な台の上で使用しないで<ださい。つまず<場所で使用すると、お倒して事故や火災が 
輯落したり、火災になるおそれびあります。 起さるおそれびあります。 


暖炉などス I • ブが囲われる場所 ） ( 不巧定な物をの せた棚などの下 ) 

•暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な使いかたをしない•落下物により火災び起きるおそれびありまず。 

適窺齡なります。 週 明光のぁたる場所、温度の高ぃ場所つ 

/ l-r — hA; 口ぉ爪夕 I Vf 百ド ^ • 異常燃焼を起こすおそれびあります。 

し I ホし!:) " P / 湿 巧 W ク いお所 ； •油タンクの巧油びあふれ出て乂災のおそれびあります。 

•頸 S 講警鷄 Is 款堪 f 議さ S ? 塌など' 塵ゃほこりの ( 可燃性ガスの発生ずる場所、またはたまる場所 ) 

燃焼用空気(酸素)を取入れる箇^が。目づまり状態になり、異•爆発や火災の原因になります。 

常燃焼を起こすおそれがあります。 〇理•美容院、クリ••ニング店などスプレーや化学薬品を使う場所つ 


J 晶室•飼育室など人のいない場所 J ) •化学薬品びストーブの熱で変化し、器具の故障や、腐 

•養頸!の変化で' そ測しなし、事故び発生するおそれが II 證譜貫こが金属.鏡.ガラスなどを傷める 
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分辭禁止 
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巧用禁止 

A 

ま意 


〇 

指示 


〇 

指示 
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★可燃物(木壁、 合板、ふずまなど）との距離を離す 

* ストーブから可燃物との距離は、ち図の指定し义 h の距離を保つよラにしてくださし 、 r 
•ストーブ上方の棚などとの距離は必ず1 m が上あけてください。 

•上方の棚などからの落下物びないよラにして<ださい。 

•カーテンなどびストーブにふれないよラにして<ださい。 

•家具等か5は巧分な距離をとってください。 

(熱で変形や変色、自然発火することびあります。） 











巧急消义ボタン\しん調節つまみ 


巧油ランフ 


快ちヴーモ 


巧タンクふた 


構造図 
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巧巧旨動消义装置 


しん調節器 
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しんホルダー 


しん調節器バッキン《こ 
しん案内筒 1 


点乂フラグ 


点火装置 


.でるでるごまみ 
ガイドピン 


にぼれま栓付) 



給油ロロを窗 


油受け 




ザー(メ □ディー） 


□金閒巧具 

，置台 由受けざら り省で 


-お願い- 

耐熱しんに、灯油の燃えかず（夕ール）びを重に付着しまずと、しんが下がらなくなったり点义しにくくなったりしまず。14ぺ〜 
ジ [ gl ] 9しんの手入れをずるを参照して、しんのか5焼きクリーニングをして<ださい。 



をき B のなまえ 


★効果的に使用ずるために 

•外気に接する窓の下や壁面など、冷気の入ってくる場所にストーブを置くと、冷気び 
ストーブで暖め5れて上昇巧流しますので、お部屋の温度のムラびかなくな0、 

効果的な暖房びでさます。 

ただし、部屋の出入□や人の通る場所、風のあたる場所、可燃物のそばには置かないで 
くださし、。 

•お部屋の空気をサーキユレータなどで巧流させますと、お部屋の湿度のムラびよりかなくな 
り、効果的に暖房びできます。（このときストーブには直接風をあてないでくだごい。） 


使用ずる場所 


★な油の廃棄 


♦灯油の廃棄処分は、灯油をお買し'»求めになった販売店にご相談ください。 


お願し、 （ NOTICE ) 
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使用前の準備 


ストープを取り出ず 


燃焼筒をセットずる 


1包装箱に表おしてある r 包装の内劃をご6んになったうえ 
Iで、包装箱から包装材などを取0除さ、製品を傷付けない 
よラにおり出してください。 

• -お願い- N 

包装材は可燃物でずから、必ず取り除いてください。 


燃料 __ 

巧)燃料は灯■油 ( J 旧1号灯ミ由)を必ず使用してください。 
t ) 変質灯油、不純な油は、絶巧に使用しないでください。 


么危険 


な油とガソリンの見分けかたのポイント 


指先に使用燃料をつけて息をのさかけます 
(义の気のない所でおこなって < ださい） 


X ガソリン 


ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
少«の混入でも、义災の原因になりまず。 


2 ガードのち下すみを少し持ち上げ 
て手前に引さ、ガードを開けて< 
ださい。 


悪い保管 


直射曰光、雨水の当たる 
ベランダなど、室列の保管 


燃焼筒つまみを左ちに2〜3回動 
かし、燃焼筒び正しくセットされ 
ているか確かめてくださレ。 


4 ガードを、ちとの位置に閉じて< 
ださい。 


3 燃焼筒を納めている包装巧をおり 
除を、燃焼筒を取0出してくださ 
し、。 


良い保管 


直射曰光、雨水び当たらず、 
火気のなレ冷暗所へ保管 


• ちい灯油。(ひと夏持ち越した灯油） 
•長期間、曰光の当たる場所や、温度の 
高し、場前こ保管した丹油。 

•容器のふたび開けてあったり、乳白色 
の容器で保管した灯油は変質しやすい。 
• 変質のひどいものは黄色巧をおびたり、 
すっぱいにおいびします。 

• 変質を防ぐため口油は翌シーズンに持 
ち越さないようにしてくださし、。 


0 

使用禁止 


巧油なパの油(ガソリン、シンナー、天ぷ 
ら油、機械油、重油など)びほんのかしで 
を混入した'灯油。 

I水やごみび混入したの油。 


0 

使用禁止 


/灯油むがの\ 
油、水、ごみを 
\入れないで/ 


1燃焼筒の外簡(ル)の浮を上がりび 
■ ないか調べてください。浮き上び 
りびあると、異常燃焼を起こすお 
それびあります。 

浮き上びりびありましたら、外筒 
W0 を下に押さえて、さちんとは 
め込んで < ださし、。 


2 燃焼筒をしん調節器の上に正し< 
セットして < ださい。 


•誤ってガソ U ンなどの燃料を使用したことびわかったとさは 
あわてずに、緊急消火ボタンを押して消乂してください。 

• 変質灯油(持ち越した灯油など)、不純な油(口油しソ外の油，水- 
ごみび混入した灯油など）は、絶巧に使用しないで<だごい。 
異常燃焼や故障の原因にな0ます。 

•巿販されている巧燃剤(添加剤)は使用しないでくだごい。 

異常燃焼を起こずおそれびあ0ます。 

惠脚油の保管のしかた 


•灯油は必ず火気、雨水、ごみ、高温 V 

および直射日光を避けた場所にな管 
してくだごい。 

• 灯油の容器は専用のさむいな容器を 
使用してください。またな油容器は巧! 
必ず J に認定品で色つきの巧油専用 ' 1 小 . 卜 り 
容器を使用してください。 9 % 

• 丹油容器巧の灯油びかないと温度変 ^ 

化により結露して水びたまることび I I 11、 

あります。 

• ドラム生などで、長期間大窒に保管しないでくだごい。 

♦お子様の手のとどかない巧に保管して<ださい。 


义巧苗県) 















乾電池を取り付ける 


でるでる つまみの位置の確認 


乾電池は別売です。 

I 巿販の単二形乾電池 （ 4個)を購 
入の上、本体後側の電池ヶース 
に、 ©0 を正しく合わせて入れ 
て < ださい。 


•新しい乾電池とちい乾單池、種類の違う乾電池をミ居ばて使用 
しますと、点火でさなかったり、点乂しに<<なった0、液 
漏れや破裂する原因になります。 



しん調節つまみを引さ巧いて、内部にあるでるでるつまみの① 
の位置に、固定ピンび入っていることを確認してください。違 
つていましたら①にはめ替えてください。 

(詳しくは10ぺージをお読みくださし、。） 

琴—〇立^^一畳 


快適ヴーモのみかた 

• 快適ヴーモは室内のおおぶそのミ忌度を 
お知5せする機能です。お巧みに応じ 
て火力調節で室温調節をおこなって< 
ださし、。 

(9 ぺージ I 炎の調節のしかた i 参照） 
• 適温の範囲は約17〜23たです。 


\しん調節つまみ 


でるでるつまみ 


固定ピンがのの^ 
位坦にあること. 


^^1 


-お願い- 

製品の輸送中にをじたが筒(ガラス)の破損、燃焼筒の変お、 
ねじのゆるみや、はずれなどびないか調べて<ださい。 


密質巧ミ由•不純り油の見分けかた （コッブに水を入れ、次に口油を入れて背勸こ白し、紙をあてます。) 


水と同じ無を透巧なら正常。 


かしでちをびついていたら使用しなし、。 




変質灯油や不純な油を使用すると _ 

•を質灯油や不純な油を使用しまずと、しんにを a の夕 
ールがたまり、しんの巧端び固くなったり、点火しに 
くくなったり、しんが上下しにくくなったり、炎び大 
さくな6なくなったり、激しいにおいびしたりします。 
また、ミ聲义時にしんび下び5ず乂びミ耸えなくなりまず。 

• 水の混入した口油を梗用 uWi ? lXS ^± TCTc ^ 
くなったり、油タンクに打油び残っていてを炎びかご 
くなり、異常燃焼を起こして激しいにおいびしたり、 
火び消えたりします。 

•ガソリン、シンナーなど、揮発性の高いちのび混入し 
たな油を使用しますと、乂災の原因にな0ます。 


0 

使用禁止 


変質巧油や不純の油の見分けかたはた 
し、 へん難しい ので、メーカーのはつを 
りしない巧油は使用しないでください。 


万一変質な油や不輔灯油を使ったと をの姐置のしかた 

1油タンクや油受けざら内の悪しの油を旅き取り、良 
■ 質の灯油で內部を2〜3回な淨してか5良質の巧油 
に入れ替えて < ださい。 

(悪し、灯油が残っていると离発します。） 

P 14ぺージ rm 9しんの手入れをするを参照して、 
こしんの巧端の固くなっている部分を、ラジオペンチ 
などで程くつぶしてか!5、しんのから焼をクリーニ 
ンヴをおこなって<ださい。 

3 しんの手入れをおこなってを効果のないときや、水 
びを量にミ昆乂している場合は、しんを取 D 曾えてく 
ださい。 

しんの取替えは、販売店までお問い合わせくださし、 


-お願い- 

変質巧油や不純な油び原因でァフターヴービスを依頼されたとさは、保証期間中でを有料修理となります。 




g 用前の準備 


給油のしかた 


• このストーブには、給油の目ちを示す「給油ランプ&ブヴー(メ□ディー)」びついています。 

•燃焼中に灯油び残り少なくなりますと、「給油ランプ(赤色) J び点滅し、「給油ブヴ ー( メ□ディー)」 
び鳴って、給油のタイ S ングを知らせます。 

• 「給油ブヴ ー( メ□デイー)」は約20砂で停止しますび、「給油ランスは給油されるまで、点滅を続け 
ます。 

• r 給油ランプ&ブヴ ー( メ □ディー)」び作動しましたら下記の手順で給油してください。 


么ま意 


給油は、必ず义の気のないところでおこなってください。 
义災のおそれびあ0ます。 


0 




/ 

I ご 給油 


給油ランフ 


□を開閉貝 
給ミ由□□金 


油タンクを取り出す。 

•油タンクを取り出し、給油 □ 
□金を、左「〇」に回して取 
0はずしてください。 

• 附属品の r □金開閉具」を使用 
しますと、巧油で手を巧さず 
に給油□口金の開閉びでさま 
す。 

♦給油□口金をおりはずす前こ、 
先端の弁部を押すと、給油口 
□金び開けやす < なります。 

油量計を見なび5給油 
ずる。 

• 市販の給油ポンフの先端をジ 
ャバラの手前まで塞し込んで、 
油量計を見なび6給油してく 
だごい。（ホースび巧けないよ 
ラにま意しなび5給油して< 
ださい。） 

• 巧油は、油 星 計のほぼ上部(ち 
図の > 給油 位置) まで給油し 
てくだ さ1て~ 

入れ過ぎますと、あふれ出る 
ことびありますので巧分ま意 
してください。 


-お願い- 

油タンクの中にあるにぼれまお」の弁 
び、給油□の近くまで上びっていると / 
さは、弁を下へ巧し下げて<ださい 。 ((. 
油タンクの中にある「こぼれま栓」は、んリ 
給油□□金びはずれたとさに、油漏れ1% 
を防ぐ装置ですので、おりはずさない X 
でください。_ 

給油ロロ金をち fOJ に 誦理导 
回して、しっかり締める。 


給油ロロをは確実に締めて 
ください。給油ロロ金を下 
にして、油漏れがないこと 
を確かめてください。 

給油ロロ金を斜めに締めた 
りすると、簡単に給油ロロ 
金がはずれて、义災の原因 
になります。 


こぼれまお 

、# 7 





• 附属品の r □金開閉具 J を使用 
すると、丹油で手を巧ずに締 
めることびでをます。 

• 油タンクから油び漏れる状態 
で使巧しないでください。 

义义のおそれびあります。 

•同時にを数の油タンクに給油 
する場合は、類似している給 

油□□金びあ0ますので、間 ^1 

違えないようにしてくだごい。 〔本樓の給由ロロを〕 

油びでなくなったり、故障の . 

•飄 i ! ミ誌。 も、 ぃかり 

締めておいてくだごい。 

I こぼれた打油はよくふ W 

• こぼれた'な油は必ずきれいに ( T ^ 

みき取ってください。危険で 
すし、燃焼中に臭気を発生す 
る原因にをなります。 

5油タンクをセットずる。 UJ 

> • 附属品の「□金開閉具」を使用 

した場合は、「□金開閉真」を \ i \^^ r \ 

取りはずしてくださレ。 \ 

•油タンクを、本巧に正しく、 |_、 

ゆっくりとたットしてくださ ^ ミ 

し、。 二 1， 

-お願い- 

オート給ミ由ポンブ(自動停止装屋付)を使用する場合 
• 巿版のオート給油ポンプ(自動停止装置付)のなかには、 
「こぼれま检」と干渉して、次のような不具合状態にな 
0、正し<給油でさないちのびあります。 

〔不具合）1スイッチをいれると、すぐに停止してし 
まラ。 

(処置）•油タンクに差し込むホースのセ 
ンヴー部の位置(方向)を変える。 
(処置）•ポンプの乾電池の消耗度を確か 
める。消耗していれば交換する。 
2自動停止しない。な油びあふれてしまラ。 
(独置）•ポンプの取扱説巧書にしたびっ 
て、固定具の位置を調節する。 
•上記の処置をしても正しく給ミ由できない場さは、直ち 
に給油を中止し、他の給油ポンプ(手動式ポンプなど） 
を使用して、正しく給油してください。 


、 ィ 


てず 
しま 
义。り 
消いな 
ずさに 
必だ因 
、く原 
はての 
油つ災 
給な火 




使いかた 


、点乂前の確認 


しん調節つまみを r 点义 J 
の方向へゆっくり回ず。 こ 

•しん調節つまみの目印を「点义」 ニタ广、 

の方向（〇)にゆっくり完全に\ 
止まるまで回してください。 ^ 

(しんび上び0点火します。） \ " 

•点火操作の途中で「ピィー」と言^_ 

ラ放單音びしますび、しん調節 
つまみはそのまま止まるまで回 
して < ださい。 

乂び着いたことを5崔認ずる。 

•义び着いたことを確認した5、手をしん調節つまみか 
らゆっく D はなしてください。 

•火び着いた後をしん調節つまみを回しをったままです 
と、乾電池の消耗び早くなります。またカーボンび付 
着して、点火しにくくなる原因になります。 

点乂しにくい場含は 

•点火フラグ付近から白煙び出て 1[ 

点火しにくい場合は、しん調節 _!Lj 

つまみをかし戻してから、巧び- - 

「扇义」の方向に、ゆっくり止ま諸を〇ろ^^8 
るまで回ずと点火しやすくなり 

•しんに夕ールや力ーボンが付着\ -ザ〜 

したり、点火プラグび巧れてく - 

ると、点义しにくくなりまず。 

一しんの手入れ、点义プラグの掃除をおこなってくだ 
さい。 （11. 12 .14 ベージ参照） 

•乾電池の霉圧び不充分で点火しにくい場合は、新しい 
乾奪池〔単二形監電池4個〕をご購入のラえ交換してご 
使用ください。 


燃焼筒のセットを確認ずる。 

点乂操作後、燃焼筒つまみを左ち 
に2〜3回動かし、燃焼筒が正し 
くしん調節器にセットごれている 
か、しんの上にのっていないかを 
必ず確かめてくださし、。 

燃焼中に燃焼筒つまみをさわる時 
は、ガードび高溫になっています 
ので、指や手びガードにふれない 
よラを意してくださし、。 



しん調節つまみを「燃焼」 
のち向へゆっくり回ず。 

しん調節つまみの目印)を r 燃焼」の 
ち向（〇)に、ゆつく D 完全に止 
まるまで回して < だごい。 


マッチや市販の点乂用ラ 
イターで点乂ずる。 

•ガードを開けて、燃焼筒つまみ 
をちかをに動かしてか5、持ち 
上げ、マッチや市販の点义用ラ 
イターなどを使ってしんに火を 
着けて < ださし、。 

•たばこ用のライターで点义しな 
いで < ださし、。 

•マッチで点义した場合は、マッ 
チの燃えかずをしん付近や器具 
內に落としたり、畳台の上に畳 
かないで < ださい。 

事故や义がの原因になりまず。 

燃焼筒のセットを確認ずる。 

•火び着いたことを確認した6、 
燃焼筒つまみを左ちに2〜3回 
動かし、燃焼筒び正し< しん調 
節器にセットされてレるか、し 
んの上にのっていないかを必ず 
確かめて < ださい。 

ガードを閉じて < ださし、。 

♦ マッチや点火用ライターで点火 
したとさは、火び着いたことを 
確認したら、しん調節つまみを 
かしだけ（点义した义び消えな 
し、程度に）消乂のち向に回して 
みて、引っかか0びな<スムー 
スにしんび下げ5れることを確 
認してから、ちラー度しんを上 
げて使用してください。 

しん調節つまみび スムースに 回 
らないときは、燃焼筒を持ち上 
げて、しんを完全に下げてから、 
点乂操作を始めからやり直して 
<ださい。 





点火操作をする前には、必ず燃焼筒び正しくしん調節器にセ 
ットされているかどラか、燃焼商つまみを左ちに2〜3回動 
かして、スムースに動くことを確認して<ださし、。 


点乂のしかた 


•ネ刃めてお使いになるときは、点火を、器具に付着して 
いるほこりや油び焼けるにおいびしますび、しば6く 
お使いいただければにおいはな<なります。 

•点火をしばらくの間は、炎び安定せず、「ボッ、ボッ、 
ボッ」と燃焼音びしますび、異常ではありまだん。し 
ばらくするとがび安定し、音がしなくな0ます。 


•しん調節つまみを、 r 燃胤の方向（〇)に、ゆっ< 
るまで回しますと、巧震自動消火装置び自動的に1 
れます。 

•この操作をおこないますと、点火ずることびありミ 

-お願い- 

I 巧い始めや、しんの交換を、しんの手入れ（か5焼をク U - 
ング）をしたときは、給ミ由を約15が la 上待って、しんに巧う 
灯油が吸い上げられてから点义してください。巧分に吸し 
げ6れていない:!犬態で点火しまずと、しんを傷めます。 
新しい乾電池を入れてを、なに巧れをないのに点义しにくし 
合は、12ページ r しんの修正」を参照して直して < ださい。 


♦ストーブの上方や周囲、置台の上に、布類や紙やマッチなど、可燃物びないことを確認してください。可燃物びある d 
おそれびあ D ます。 

♦ストーブびか平でち定した場所に設置してあることを確認してください。 












をいかた 



乂力を弱くする場合の注意 


炎の調節のしかた 


•おの調節は、しん調節つまみを回しておこないまず。 
♦しん調節つまみを回して炎を調節するとさは、@ 
使用してくださし、。 


最大正常燃焼のとをのおの長さは、内お根から！〜2帥でず, 


しんの上げずぎ 
(がび大きく伸びている) 


しんの下げずぎ 
(赤熱部が巧がにホ熱しない) 


赤熱部全体び赤熱して 
炎びかし出ている状態 


においや一酸化炭素び 
を<発生する 


@がの大きさは上図のように、正常燃焼の節囲でご使用ください。 

•点火後5分ほどで、燃焼筒の下部が赤熱し(赤くなる)、炎び上びってをます。 

10分ほどで、《は全周ほぼ揃いますので、しん調節つまみを回してがを正常燃焼の範囲に調節してくだ 
さい。 

•がは全周均一には揃しほせん。上図 化出が洗就 のイラストのように4 つに 割れまず。前を左もに伸び 
た炎の長さは、それぞれ異なりますび、その比率び1巧 2.5 < らいでを正常です。 


•火力を弱くした場合でち、燃焼筒の下部の赤熱部び、充分に赤熱している状態で使巧してください。 
•あまり火力を弱くすると、においや一酸化炭素び多く発生し、しんに夕ールび付着します。 


しんの高さ調節（でるでるお）について 


炎の大きさは、使用時間の経過につれて、燃焼筒の酸化、耐熱しんの劣化によってかさくなってくることびあります。 

しん調節つまみを回してしんをいっぱいに上げても、燃焼筒やしんの劣化などで炎び大きくならないときは、1日ページの 
でる忘を巧いかた 1 の項を参照して、しんの高さの調節をしてください。 

•変質口油や不純灯油を使巧してしまい、しんにタールび付着したり、水を含んでしまったときは、炎び大をくならないととを 
に、しんの上下操作び重くなります。このよラなとさは、14ベージ r ^ wi 9 しんの手入れをするの頃を参照してしんの手入 
れをして < ださい。 


消乂のしかた 


通常の消义の場合 


しん調節つまみを、「ニオイセーブ消义位置 J まで、ゆっくりと回ず。 

しん調節つまみの目印を「消火」の方向（<〇)へ r ニオイセープ消火位置」までゆっくり比まるまで回し 
てくださし、。 

(速く回すとにおいが出やすくなります。） 

:肖リ，夕確ミをホス 

* においをかな<するため. 3〜日分程燃焼(がが一部残る）して消火します。 

♦ しん調節つまみの目印び r ニオイセーブ消火位置」にあり、火び消えたことを必ず確認してください。 


緊急の消乂の場含 


勇)緊急消火ボタンを押す。 

急速に消火させるため、においやすすび発生することびあります。 

しん調節つまみの目印び r 緊急消义位置 J にあり、火び消えたことを必ず確認してくだごい。 

•緊急消义ボタンを巧しても、しんが下が6ず、消义できない場合は、しん調節つまみを回して、しんを 
下げてください。 

それでもしんび下び5ない場含は、泡タンクを取り出し、义び消えるまで燃やしきってください。 


— 11 け ••••••• •ド 
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•時間に余裕びない場合は、ガードを開を、燃焼筒の上にコッフー杯 (200mg 程度)の水をかけて消火し IT -„ — 

て < ださい。 =--- 


水をかけると水蒸気び出たり、ガラスび割れることびあります。あわててヤケドをしないよラに、手 
袋をはめるか、手にタオルを巻くなどしてからおこなってください。また、あとで油受けざ5內の水 
の入った灯油を巧を、しん交換び必要です。 


W /一 I ，一一，げ v •，小にツ \ 、パ fwiw 一* し UV 一 、 v I f 一 一 ^ た1、'& 口，り、 • V • •か一一り.り y ソかジ V ソ、、 け • 、 

—ジ n 保管19しんの手入れをずるをおこなうか、新しいしんに交換してください。 


消乂後再点乂ずるとをのミ主意 


消火後、約5分間は再点火しないでください。燃焼筒び冷えないラちにしんを上げると、生ガスび発生し、激しい臭気びでたり、 
点火しないことびあります。 


巧震自動消乂装置 


•巧楚自動消火装置は、ストーブ本体び地霞(震度約5 ULh ) や強い振動、衝堅を受けたとを、义災などのを検を防ぐために自動 
的に消义させる巧全装置でず。 

•地震によって作動した場合は、周囲の可燃物がたおれていないか、機器の損傷はないか、ミ由がこぼれていないかなど異常びな 
しにとを確認した後、再点火してください。 


対震自動消乂装置の取扱い上のミち意 


• 通常の使用時には、しん調節つまみを回して消火して < ださい。消火の都度に巧震目動消火装置を作動させますと、臭気び発をします。 
♦ストーブを持ち運んだり、ずらしたり、掃除するとをなどは、しん調節つまみで消火したを、緊急消义ボタンを巧して巧震自 
動消火装置を作動させ、しんを完全に下げてか6おこなってください。 

•ストーブを長い間使用しないとさは、対震自動消火装置を作動させ、しんを完全に下げた状態にしておいてください。セット 
したまま放置しますと、対震自動消火装置の寿命に悪影響をあたえます。 

•ふさこぼれやすい牛乳-鍋物の煮たを(保温）に、ス I ブを絶対に使用しないでください。 

•しんに夕ールび付着して固くなっていたり、水を含んでいると、しんの上下操作が重くなり、巧震自動消火装置び作動しても 
消火性能び著しく悪くなり、火ぶの原因になります。 


でるでるおの使いかた 


しん調節つまみを回してしんをいつばいに上げてを、燃焼筒やしんの劣化などでがび大をくならないときは、でるでるつまみを 
操作して、しんの高ごの調節びでをます。 

/-お願い- N 

•購入して初めてお使いになるとをや、新しいしんに交換したときなど炎び充分に出ているとをに、でるでるつまみを⑤や 
③にはめ曾えると炎び大きくなりすざ、すすび発生することびあります。炎び大きくならない時が外は、でるでるつまみ 
を①で使用してくださし、。 

•不良灯油や変質な油を使用して、しんに水やタールび付着したときは効果がない場合びあります。その場合は、14ページ 
i イ呆管1 9しんの手入れをするの項を参照してしんの手入れをしてください。それでち良くならない場合は、しんを交換 
してくだごい。 


しん調即つまがをが了々。 三 

でるでるつまみを①から③または③にはめ替えますと、点义の暖しん調節つまみを回したとさに、し 
ん調節つまみの目印の止まる位置び、前板に書いてある r でるでる お」 の⑤または③の位置にかわりま 
す。 


緊急消乂ボタンを巧ず。 

緊急消火ボタンを押してしんを完全に下げた状態でないと、でるでるつま 
みをはめ替えることびでさません。 


しん調節 
二)まみ 


しん調節つまみ引き抜く。 

でるでるつまみを引っ張り、でるでるつまみの③又は③印の穴のいずれかを、固定ピンの己部にはめ 
曾える。 

①か6⑤の巧へ、②から(をの巧へはめ替えることにより、しんの高さはそれぞれ約2 mm 高くなり、お 
び大きくな0まず。 

逆に、炎をルさくする場合には、③を劍こ、③を①にはめ替えます。 


でるでるつまみの化置 


約 10 mm 


約12 ram 













点検•手入れ 


点横•手入れのしかた 


点検•手入れをおこなうときは 


ストーブを消义し、本体の温度が巧分に下びってからおこなってくださし、。 
手をけがしないよラに、手袋をはめておこなってください。 

巧霖自動消火装置の取りはずし、が稱はおこなわないでください。 


使ラたびに 



油漏れ 



点検内容 


•ストーブの周囲に可燃物や障害物びありませんか。 
[火災の原因になります] 


•油タンク、油受けざ6、置台の表面に、油びこぼれた 
り、たまったり、にじんでレませんか。 

[火災の原因にな0ます] 


•油漏れはあ0ませんか。 
[火災の原因にな D ます] 


•欠けたり' 割れた0していませんか。 
〔異常燃焼の原因にな0ます] 


1箇月に1回 jy 上 


__ 点ち巧容 _ 

ほこ0 •反射板や屋台にほこ0びたまっていませんか。 

戲綿さ試队鄉 前板の下の隙間に紙、ビニールなどび入りこんでいま 

(しん爵綿下浙 せんか。 

[異常燃焼や火災の原因にな0ます] 


巧巧自動 •しん調節つまみを回してしんを上げてから、畳台をゆ 

消义装垣 すると、巧爲自動消义装置び作動し、そのときしんび 

下び0、しん調節つまみの目印び r 巧急消义位 SJ に戻 
D ますか。 

[確実に消乂することを確認] 


2箇巧に1回む上 


点巧茵戸斤 




処 g ち法 


* 常に舊理-掃除をし可燃物をストーフの周囲に置か 
ないでくださレ。 


•こぼれたり、たまったり、にじんだ t ミ 

油はをれいにふさおってください。 ■ 

•油タンクの給油□口金の、弁部など 
にはさまっているごみなどを、お0 
除いて < ださい。 


•油び漏れている場合は、すぐに使用をやめ、お買い 
求めの販売店に修理依頼をしてください。， 


♦お買い求めの販売店に相談して、新しいが茵（ガラ 
ス）に交換してください。 


_ 処■方法 

•13、14ベージの r 原音 (1 —期菌 
願 G — ない場さ ） I の1 〜 S 
頃を参照して本体をおりはず 
し、置台と油受けざらの隙間 
(特にしん案内筒の下部)のほ 
こり、ごみなどを取りのぞい 
てください。單気掃除機での 
い取るのを効果的です。 


しんち巧商の下> 


♦しん調節つまみの目印び r 緊急消义位因」に戻6ない 
場合は、しん、感巧部の項の点検をして < ださい。 
•版壳店に修理依頼をして < ださい。 


点巧巧容 


♦点火プラグのスパーク音は、「ピィ ー J と鳴 D ますひ。 
[乾里池の電圧(消耗)点橫] 


■燃焼筒の細かい巧に燃えかすや、すすび付着していま 
せんか。 

[異常燃焼の原因にな0ます] 


•しんの先端に夕ールび付着して、固<なっていません 
か。 


★しんにタールび付着していると、巧のような不具合 
が発生しまず。 


•消义操作をしてち、しんび下び6ず、消火しない。 
•しん上下の操作び重く、スムースにでさない。 

•点火操作をしてち、点义しない。 

•燃焼筒びホ熱しなかった0、燃焼中ににおいびする。 


処■方を 


•音びかすれる場合は電圧び下びつています。 
新しい乾電池に交換してください。 


♦ブラシなどを使って、燃えかすや、すすを取り除き、 
をれいに掃除してください。 


•夕ールび付着している場合は、14ぺージ「保宮19し 
んの手入れをずるに従って、しんの手入れをおこ 
む〔くだぶし、 ぉ願い- 

•しんの手入れは、風のあたる場所ではおこなねな 
いで < ださし、。 

•しんの手入れ中はにおいびしますので、部屋の換 
気をしてくだごい。 

• しんの手入れをおこなってち効果のない場合は、 
新しいしんに交換してくださレ。 


感惡部 • 感震部にごみの付着や請はあり 

ませんか。 

〔巧震自動消火装置び正しく作動 
しません] 


点义プラグ•点火プラグび、カーボンやタールで巧れていませんか< 
• 点火プラグびしんにくい这んでいませんか。 

[点火不良の原因になります] 


♦ごみやほこりは、やわらかい巧できれいにふき取つ 
て < ださい。 

•鐘がを量に発生している場合は、お買い求めの販売 
店に修理を依頼してくだごい。 


•点、义プラグが巧れているとさは、12ページに従って 
点乂プラグの掃除をしてください。 

•点火フラグびしんにくレ込んでいるとさは、12ペー 
ジの I しんの修正 1をしてくだごい。 
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この表！;(外の不具合びあるとさは、お買い巧めの販売店にご框談ください。 


製品内部を掃除する。 
り1ぺージ参照） 


製品内部に、ほこり、ごみびたまって 
いる。 


しんの修正をする。 

点火プラグを掃踪する。 （12 ページ参照) 


点乂プラクびしんにくい込んでいる。 
点火プラグび巧れている。 


点火フラグび破損していないか確かめる。（破 
損している場合は販売店に連絡する） 


点火プラグの電極び正常でない。 


シヨートしないよラになおす。 
不喊のときは販売恩こ連絡する。 


点义装置がショート（短絡）している。 


コードびはずれてし、ると动ま正しく差し込む。 
その他は販売店に連絡する。 


点火装置のコードびはずれている。 


正し < 入れ直す。 


正しく入れていない。 


新しい乾輩池に交換する。 


乾電池び消耗している。 


給油□□金を正ししホのに取り換える。 
(7 ぺージ参照） 


給油□□金び間違っている。 


正常なな油に交換ずる。 


打油び水やごみを含んでいる。 


しんに夕ールびつ<原因となるので、正常な 
灯油に交換する。 


0 


灯油び変質している。 

(巧れた油やポリ容器で1年間持ち越 
した油など） 


が筒(ガラス）を交換する。 


か筒(ガラス).にひびや割れびある。 


しん調節器の上面にタールびついていなし、 
か、刃ま；»筒下部に不揃いびなしか調べる。 


しん調節器と燃焼商との間にすき間 
びある。 


点义してか6、必ず燃焼筒つまみを持って左 
ちに2〜3回動かす。 


燃焼筒びしんの上にのっている。 


しんの手入れをする。または、新しいしんと 
交換する。 

油受けざ5、油タンク内の巧油を正常な灯 
油に交換する。 


しんにタールびついてレる。 


しん調節器からしんをはずしてよく乾燥し 
てか!5、しん調節器に取り付ける。油受けざ 
6內の水を巧く。 


しんに水を含んでいる。又は油受け 
ざら内に水び入っている。 


しんの高ごを調節する。 
新しいしんと交換する。 


しんの出びかない。 


しんを下げて、炎を調節する。 


しんの出過ぎ。 


故障 • 異常の見分け方と処置方法 一修理を依頼される前に一 


定期点横のおずずめ （2 シーズンに1回 ） 

•長期間ご使巧になりますと、機器の点検び必要です。2年に1回程度、シーズン終了後などに、お買上げ店、または、修理資格着 
[(貝才）曰本君油燃焼機器保守協会 ( TEL 03-3499-2928) でおこなラ巧術管理講習会修了者(ち油機器技術管理±)など] 
のいる店などに点検依頼されることをおすすめします 


•ガードをおりはずし、燃焼筒を取り出してから、マイナスドライバーなどで、点 居 

火プラグの電極や碍子部分に付着した巧れを取り除いてくだごい。 Jfm ^ 

•掃除び終りました6、元どおりにしん調節器に燃焼筒をのせ、ガードを取り付け、.^ ^ 

乾電池を取り付けて正常に点火するかどラか確認してください。 言 W 

•点火しにくかったり、点乂しない場合は、 L しんの修正 I をするか、もラー度さ 
れいに掃除し直してくださレ。 ^1 

又、しんの手入れ(から焼きクリーニング)をおこなラと、点火フラグに付着した 
巧れび取れやすくなります。 (14 ぺージ nwi s しんの手入れをずる参照） 

( -しんのイ蔭正- 

•燃焼筒を取り出し、しんを上げて点乂フラグおくのしんの側面を巧側に、割り善などで軽く ~— 
巧ごえるよラに撫でて、しんを藝そる。 * 

• —度しんを下げてか5燃焼筒をのせ、点义して< ださい。 品 


/ 己の部分を捕除する 


しんに接曲している 
韦^しんからぉれてぃる 


"^碰軍 

しんと点义フラグの間を少し部す 


乾逗池の消耗び激し： 


火の回〇び猩 S 


しん上下の操作び重い 


しんぴ下び6ない 


炎びかたよる 


お手入れ•保管 







































2 が巧キヤツフ 

~ ~~ ■ % 


部品交換のしかた 


•曾えしん、パ筒(ガラス）、燃焼筒などの交換部品が必要な場合は、お買上げの販売盾にご相談ください。 
•部品び販売店にない場合は、別紙の I お客翻談窓 □— 賣 I までお問い合わせください 


点乂プラグの交換のしかた 


•点火プラグを交換するとをは、お買上げの販売店または、別紙の 


i 談窓□-要 n までお問い合わせ<ださい。 


乾電池の交換のしかた _ _ 

• 目ぺージ 洒を取り付ける1 を参照して、お、ず4個とも巿版の新しし借單地弹二お乾電池)にで換してください。 
♦取りはずしたちい乾電池は、表示してある使用推奨期限內は、電池能力び残っていれば他の製品に使用でさますので、再利用 
されることをおすすめします。 


保管（長期間使用しない場合) 


油タンク巧の灯油を巧を 
取る。 

ストーブから油タンクをおり出し、 
市販の給油ポンプ(手動式)で、油 
タンク內の巧油を巧さおってくだ 
さい。 

•わずかに残った灯油は、油タン 
クに給油□□金を取り付け、油 
受けを本体の中から取り出して 
給油口□金に押し当て、油タン 
クを上下にゆすって抜いてくだ 
さし、。 


燃焼筒の交換のしかた _ 

• 燃焼筒の内が筒•がが筒などげ変形した場合や、が筒（ガラス）び割れたりした場合は、お 
買上げの販売店、または、別紙の I お客様巧までお問い合わせください。 


外筒（大）の交換のしかた 


油タンクと、電池ケースか6乾輩 
池を取り出してください。 


•外筒(大)び割れたり、 a りや巧れびふさ取れない場合は、交換してください。 

が筒(大)はガラス製ですひら、けびをしないよラに、取り巧いにを意してくだごい。 

1ガードを開いて、燃焼商を取り出します。 


2 が筒キャップの内側のつめを、マイナスドライバーなどで起こし、が筒キ 
ヤップを取りはずしてから、古い列筒(大)を取0はずします。 

〇新しい外筒(大)を、ゆっくりとはめ込みます。 


4 2項ではずしたが筒キャップを燃焼筒ガードにかぶせ、が筒キャップのつ 
めを3箇所づつ押さえ固定します。 


A ま意 


しんなどの交換部品は、必ずトヨストープ純正部品(指定部品)を使用してください。 

純正部品を使用しないと、ストーブの性能を損なうばかりでなく、故障や予巧しない事故が発 
生ずるおそれびあります。 


部品交換のとさのを意 


•ご自分で部品交換される場合は、下記の項目を守り、やけどや感電、けがなどしないようま意しておこなってください。 

① 手をやけどしないように、ストーブは消火し、温度が巧分下びるまで待ってください。 

② 感電しないように、乾電池は必ず電池ケースからはずしてください。 

③ 手をけびしないよラに、手袋をはめてください。 

•不完全な修埋は盾險です。お買い上げの販売店か、しな)曰本石油燃焼機器保守協会でおこなラ按術管理講留会修了者(石油機器 
f ま術管理±)などのいる販売店で修理依頼されることをおずずめしまず 


しんの交換のしかた_ 

トヨス!ブ純正適合しん 

トヨ耐熱しん第20種 I — 商品コード:11013907 


しんの交換方法•を意内容は、耐熱し 
んに添付されている取扱説明書をお読 
み < ださい。 


JIS 適合検査合格品はこの 
マークが貼ってあります。 
マークの色彩は、白地に赤 
インクで表示されています。 
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附 


厚さ 


暖房出力 


火方 


巧 


□金開閉具 （1 個) 


対震自動消火装置（しん降下式) 


200% 


吸上量 


約 12.8 時間 


燃焼継続時間 


2.5 mm 


4.0 L 


85 mm 


巧径 


呼び 

寸法 


3.22 kW 


トヨ耐熱しん第20種 


0.313 L/h 


最大燃料消費董 


普通筒しん 


な油 ( JIS 1 号) 


約 10.5 kg 


電池点火〔単二お乾電池4個 • 別売〕 


284 mm 


しん式•放射お 


612 mm 


自然通気形開放式石油ストーブ 


463 mm 


外形寸法 
(置台を含む) 


RC - D 327 ET 


仕様 


13〜14ぺージの I 保管(長期商極ちしない場合） I の1〜6頂を参照して.油タンク、油受けざら内のな油を巧き取り、電池ケースか 
ら乾霞池を取りはずして廃棄してくださし、。 


廃棄ずるとを 


緊急消火ボタンを押して、消义装置を作動させてか6、 
ガードを開いて、燃焼筒を取り出して<ださし、。 


爾 



r しん調節つまみ J を引さ抜いて’為ぞ0ち1^^5 
くだごい。 


しん韵節 
み 


5 本体の両側面と背面にある止めねじ （3 本)を、左にねじ 
つて取りはずしてください。本体を前方に傾けなびら、 
ゆつくりと上方に持ち上げて取りはずしてください。 



油受けざ5巧のな油を巧を取る。 

油受けを取り出してから、油受け / 

ざら巧の灯油を市販の給油ポンプ Ar 

(手動式)で抜を取ってください。 

•油タンク、油受けざ6に水やご。 \ 

みび残ったままイ呆管すると、錯を// JV 
や巧あさの原因になります。を 
れいな灯油ですすぎ洗いをして 
ください。残った口油は、巧切 
れなどで吸い取って < ださし)。 

本体を元通りに組付け、燃焼筒をしん調 
節器の上に正しくのせてください。 

灯油を抜いた油タンクを本体にセットしまず。 

しんの手入れをずる。（か5焼さクリー ニン グ） 
-お願い- N 

しんの手入れは、風びあたる場所ではおこなわないで 
<ださい。 

しんの手入れ中はにおいびしまずので、部屋の換気を 
おこなって < ださい。 


• しんの先端び固<なっている時 
は、ラジオペンチなどで固い部 
分を軽くつぶしてからおこなっ 
てください。 

① 通常の点乂操作をして、正しく 

燃焼させてくださレ。 ， 

② 义力びかごくなった5、しんを 
—杯に上げて自然に消乂するま 
で燃やしきってください。 

10電池ケースか5乾電池を取りはずす。 
f - お願い - N 

•乾電池を取りつけたまま保管ずると、液漏れしてスト 

ーブを腐食させることびありまず。 

V ___/ 

11对震自動消火装置を作動させる。 

巧霖自動消义装置を作動ごせ、しんを下げたが態にして 

<ださし、。 

1ク点検、掃除をずる。 

① 11、にべージの I 巧巧•手入れのしか た I の項目にし 
たびって、点検、手入れ、掃除をしてください。 

② ストーブの各部品は、よく掃除して、いたんでいるを 
のは新しいをのに交換してください。 

③ ストーブの汚れは、めれた巧でふいて落とし、乾いた 
巧で水気を取0除いてください。 

13 収納ずる。 /Tm 

W ①口金開閉具は紛失しないように、面 

本体背面の油タンク側上部にあ \ 

る rTj お巧に引っ掛けて保管し な〇 \ 

てください。 

□金開閉具についたな油は、よ / mmmK 
くふを取ってください。 —— ~ 

③^装箱に入れて、湿気のかない場所に保管してくださ 
し、 「取扱説明含」 や r 保証き」 も忘れずに大切に保管し 
て < ださい。 

/-お願い- N 

•高温を湿、直射曰巧の当たる場所には、保管しないで 

<ださい。 

鏡び出たり、樹脂部品び変おずる原因になります。 

•油タンクは灯油を抜き、本体にセツトして保管してく 

ださい。 

•巧油は、を質を防ぐため、型シーズンに持ち越さない(使 
いさる）よラにしてください。 

•取0はずした乾電池は、表示してある使用推奨期限内は電 
池能力びのこっていむば他の製品に使用でをますので、再 
利用ごれることをおすすめします。 


お手入れ•保管 































アフターサービス 


保証について 


♦添付しておりまず保詔書は販売店で所定事 I 具を記入してお渡ししまずので、お受け取りください。記載の客をご確認のうえ大 
切にお管してください。 

★保証期間は、お賈上げの曰より1年間です。 

f -お願い- 

つぎのよラな原因による故障およびま故につさましては、保誰の対象となりませんのでごミ主意ください。 

(1) 変質丹油や不純な油など、また口油むがの燃料を使用したためのな障や事故。 

(2) ほこりや巧れなど、手入れのゆさとどかないためにおこった故障や事故。 

(3) 純正部品けがのちのを使用したり、しんにタールび付着したり、水を吸ったり、乾電池の電圧不足による故障。 

(4) 消耗品(乾電池、しん)の故障。 

(巳）この取扱説明書や、ま意書、ラベル類による指示、危険•客告.ま意.お願い事項び守られず、誤った使い方をされた 
場合のお障や事故。 

• その他詳細の保証内容については、保証書の記載内容をご覧ください。 


修理を依頼ずるとを 


• 「故障-異常の見分け方と処置方法」 （12 ベージ)にがって、お調べ< ださい。 

直らないとさは、ご使用を中止し、必ずお買上げの販売店にご連絡<ださい。 

• ご連絡いたださたい内容は次の通0です。 

①品名…石油ストーブ(自然通気形開放す石油ストース 
③型式の呼び… RC - D 327 ET 

③ お買上げ年月日 

④ 故障の巧況(でさるだけ具体的に） 

⑤ おなまえ.おところ，里話番号 

•修理に際しましては、保証書をご提示くだごい。保詔書の規定に従って、販売店び修理さだていたださます。 
•保証期間び週ぎていてち、修理すれば使用でさる場合には、ご希望によ0有料で修理させていただをます。 
♦修理料金は、巧術料，部品代，出張料などで構成されています。 



A ま意 

修理•引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、普池ケースか6乾單池を取りはずして、 

ミ由タンクを巧き、油登けざらのな巧を必ず巧いてくだごい。 

運臟の途中にな油がこぼれ、周囲を巧ずおそれがありまず。 

〇 

指示 







補修用性能部品について 


• 石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造む切り後6年です。 
•補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 


故障•修理の際の連絡先 


アフターヴービスについてねからない場合は、お買上げの販売店、または、ちよりの！お^祖證窓ごこ旁コ（別紙参照)までお 
問い合わせください。 — 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利です。 


型 式 

RC - D 327 ET 

お買上げ年月日 

1 年月日 

1 

1 

お買上げ店を 

V . 

! (電話番号 ）（ ） 一 

!---/ 


株式会社 1-31-5 

本 社 名ち屋巿瑞穂区桃園町日番17号 
干467—08己己 TEL く〇已2〉822— 1144 
FAX <052)822-2742 


暴 f ? *11 111巧式を巧卜3卜5は快適巧境の一巧としてこの巧の説明書は再生班を班巧しています。 

ち£/ <ルブだを巧 toos , を a そ g 用 





